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超伝導量子干渉素子（SQUID）磁力計の開発と
微弱な磁気計測

SQUID磁力計は液体ヘリウム温度という
特殊な環境下で使用する面倒はあります
が、一般的な磁気センサでは計測できない
微弱な磁気の計測が可能です。「こんな磁
気を測れるだろうか？」、「こんな磁気を測っ
てみたい」というような要望があればご連
絡下さい。

超伝導量子干渉素子（SQUID）
は人類が手にしている最も高感
度な磁気センサの一つであり、
数mm角の大きさでありながら
10-14 T程度の微小磁場まで計
測できます。これはヒトの脳から
発生する磁場を検出できる感度
であり、すでに脳磁計（MEG）と
して臨床診断や研究のために実
用化されています。

岩石や金属サンプルなどの微弱な磁化分布や電流分布を計測するSQUID顕微鏡の開発を行ない、古地磁気計測や物性評価、非破
壊検査などへの応用を目指しています。また、自然界の微弱な磁気変動を観測し、気候変動や地殻活動との相関を探る研究も行って
います。

応用例1 SQUID磁力計を用いた微弱磁場分布計測 応用例2 SQUID磁力計による	
自然磁気変動の観測
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